
平成24年度基礎基本学力調査をうけて分析と指導方法等の改善計画について　　広島市立日浦広島市立日浦広島市立日浦広島市立日浦中学校中学校中学校中学校

「基礎・基本」定着状況調査 通過率６０％以上の生徒の割合 本校 72.1％ 広島市 73.1％ 広島県 75.9％

数 学

◎『資料の活用』分野が他と比べ低くなっている。計算問題などに比べ、文章や

資料の読解に苦手意識を持っていることが課題である。

重点課題

◎文章問題に対する苦手意識を取り除くため、基礎的な短い文章問題の読み取り

をポイントをおさえながら繰り返し行う。

重点課題に対応した改善する指導内容及び方法

今年度の今後の取組とその指標
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日浦中 広島市平均

平均通過率 数と式 図形 数量関係 資料の活用

県平均 74.1 75.5 74.9 72.6 64.9

市平均 71.9 73.9 72.1 70.3 60.4

本校 68.6 70.6 73.4 65.1 45.3
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通過設問数ごとの生徒の割合（数学）通過設問数ごとの生徒の割合（数学）通過設問数ごとの生徒の割合（数学）通過設問数ごとの生徒の割合（数学）

各単元において、文章や図、資料の読み取りの問題を行い、読解力の定着を促し、学年末試験で資料活用の問題の正答率が70％以上になるようにする。


